
 

 

 

 

    

 

 

 

 

弊社は昭和 32年 1月（1957年）創業し、一昨年をもちまし 

て 65年が経過いたしました。創業者 父、土肥郁則が機械類の 

製作、修理をおこなう土肥鉄工所として創業いたしました。 

以来、鉄骨建築工事、さく井工事、配管工事、金型製作と様 

々な分野に取り組み、地域社会に密着し成長して参りました。 

65年間の時代の流れ、経済状況の変化に伴い、現在は業務 

内容も淘汰され、水に関わることを主として事業を進めております。  

さて近年、地球温暖化の影響か異常気象により局地的な豪雨 

  もあれば渇水もあります。又、豪雨や大震災により生命の源であ 

る水道の供給が長期間遮断されることもあります。災害時には飲 

用の水は比較的早々に給水車やペットボトル等で配給され手元 

に届きます。しかしながら量に限りがあり洗い物やトイレ、お風呂には使用する分には足りず苦労する場合が多いと聞きます。 

そこで 65 周年にあたり、コロナ禍等もあり特段 記念式典等は行いませんでしたが、お世話になった地域社会へ感謝の気持ちを伝えたいという思いで、

弊社が創業来、蓄積した水に関わる技術を活かし防災井戸設備を上市町に寄贈させて頂くこととしました。 

 

                       設置場所は災害時避難場所に指定されている上市町 B＆G 体育館に隣接するあさひの郷公

園内としました。 

今回寄贈させて頂いた防災井戸設備は新規に井戸を掘り、その中に電動ポンプを設置し平時

はせせらぎを潤します。災害時には手動で操作できる手押しポンプを併設していますので、電源

が遮断されても地域住民の生活水を確保することができます。本来、煮沸すれば飲用できますが

水質管理上、衛生管理上、飲用不適と表示しています。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 周年を機に、先ずは 100 年企業を目指し経営理念に掲げております 

「企業活動を通じて、豊かな暮らしを創造する。」をしっかり実践し、 

地域社会に根ざし、愛される企業であり続けるよう努力してまいります。 

皆様方には今後ますますのご指導、ご鞭撻をお願い致します。 

 

 

上市町へ防災井戸設備寄贈 
2023.12.14 お披露目会 

井戸上部をφ300 のマンホールで仕上げ 

井戸の中に電動水中ポンプと手押しポンプ 

のサクションを併設 

中川町長による試運転 

町関係者の皆様と記念撮影 

井戸 φ150 ㎜ Ｌ＝14.0m 

手押しポンプ 吐出口径φ25 ㎜ 吐出量 0.38L／1 押し 

ステンレス製 密閉型 吸込管φ25 ㎜塩ビ管 L=9.5ｍ 

電動ポンプ  吐出口径φ32 ㎜ 吐出量 100L／分 

ステンレス製 水中ポンプ 据付位置 L=10.0ｍ 

給水装置 

  せせらぎ用水源  

タイマー付き自動弁により任意の時間に自動開閉 

  清掃用水栓柱 常時通水可 

株式会社 土肥鉄工 
代表取締役 土肥勝則 

設備概要の説明 

新しく掘った井戸内部を説明 

設備案内板 


